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倫理委員会委員名簿

（院内委員）

委員長 院長 森 哲夫

◎ 副委員長 副院長 大澤道彦

委員 診療部長 滋野 俊

委員 救急部長 佐々木康之

委員 研修研究センター部長 水沢弘哉

委員 医療安全管理部長 田中征雄

委員 地域医療教育センター部長 吉澤 要

委員 脳卒中・脳腫瘍センター部長 酒井 圭一

委員 医療情報部長（併：副院長）

委員 看護部長 江原くるみ

◎ 委員 事務部長 小林賢三

委員 薬剤科長 鎌谷道生

◎ 委員 臨床研究部長 水沢弘哉

◎ 迅速審査委員

（外部委員）

委員 花岡法律事務所 花岡正人

委員 信州大学 玉井眞理子
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審議内容

■倫理審査委員会 平成２３年４月２８日（木）

申請者 脳卒中・脳腫瘍センター部長 酒井圭一

課題
手術摘出組織の凍結保存

研究等の概要 ・･目的 手術摘出組織を凍結保存し、遺伝子解析を含む医学的な診

断・研究に使用することで、本患者の診断と治療に役立つことが

期待される。また、疾患における将来の診断と治療につながるこ

とが期待できる。

･対象及び方法 対象は当院で手術を行う患者。手術時に摘出した

組織の一部を分与し、検査科内の冷蔵庫で凍結保存する。組織の

採取は、病理組織診断に支障のない量とする。

・実施場所及び実施期間 信州上田医療センター脳神経外科および

検査科。審査承認日より開始。

判定 承認

本審査は全員一致で承認された。
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審議内容

■倫理審査委員会 平成２３年４月２８日（木）

申請者 脳卒中・脳腫瘍センター部長 酒井圭一

課題
初発の頭蓋内胚細胞腫に対する放射線・化学療法第Ⅱ相臨床試験

研究等の概要 ・目的 頭蓋内原発胚細胞腫初発例に対する治療法の確立を大目的

とし、組織型により分類された３群（①ジャーミノーマ群、②中

等度悪性群、③高度悪性群）各々に対し、厚生労働省がん研究助

成金による班研究（平成７～１０年小児悪性脳腫瘍の治療体系の

確立）により、有効性が示唆された、手術および術後放射線化学

療法からなる一連の治療法の有効性と安全性を検証する。

･対象及び方法 中央登録方式による多施設参加臨床第Ⅱ相試験。

頭蓋内原発胚細胞腫初発例に対して組織診断により３群に分け

て治療を行う。治療は一次治療（手術－放射線治療－化学療法）

と二次治療（化学療法）に分ける。治療はすべて保険診療である。

組織診断が判明したら、症例登録をデータセンターに送付し、治

療を開始し、一次治療と二次治療の開始時および終了時に報告書

を送付する。さらに経過報告書を、治療終了２年間までは３ヵ月

ごと、終了後３～５年間は６ヵ月ごと、終了後６～１０年間は１

年ごとに送付する。症例登録期間は平成２７年１２月までで、症

例観察期間は登録終了後１０年間（平成３７年１２月）である。

主評価項目は５年無憎悪生存割合、副次的評価項目は５年全生存

割合、腫瘍縮小効果、有害事象である。

・実施場所及び実施期間 信州上田医療センター脳神経外科および

放射線科。実施期間は、承認日より平成２７年１２月３１日まで。

判定 承認

本審査は全員一致で承認された。


